

　　　ふるさと河内長野の未来を描く
　　　　　　　長野中学校　堂前　陽彩乃

　私のふるさと河内長野は、魅力が溢れる町です。

　なぜなら、河内長野には歴史と自然が豊かなところはもちろんですが、日本のものづくりに欠かせない技術を持った人達がいるからです。私は以前、河内長野市内の仕事の現場を見学できるイベントに参加したことがあります。その中で、特に印象的だった会社を二つ紹介します。
　一つ目はＴＯＮＥという会社です。河内長野市立図書館ではお馴染みのロゴですが、ＴＯＮＥは飛行機の部品を繋ぎ合わせるナットや、大きなビルなどの建物の柱などを締め付ける道具を作っている会社です。

会社見学の時にいろいろな工具を見学しました。普段は見ないサイズや形、オリジナルの工具がありビックリしました。私以上に、一緒に行った父をはじめ大人の方が目を輝かせ、質問されている様子が印象的でした。河内長野から世界を見てお仕事をされていることに心を惹きつけられました。

　二つ目は瑞穂工作所です。パソコンなどに欠かせない板金部品を作っている会社です。外国の機器を使って職人さん達が、ステンレスをカットしたり曲げたりパンチングするところを見学しました。まるで折り紙を折るように作業していく技術に不器用な私は感動しました。社長さんに「私は不器用なので無理ですね」と言ったところ、社長さんもそうだったこと、でも技術を身につけることができるというお話を聞かせて頂きました。

　私が育った河内長野には、日本や世界へ発信されている技術があります。それを支え、働く人がいます。その事を知った時、私はふるさとが発展していく未来が楽しみです。


